










































の墓に参り、博多区舞鶴の玄洋社跡の碑を確認し 博多区西陣の頭山満生家跡近くの頭山手植えの楠木の大木小公園内に確認し 鳥飼八幡宮で 社員 政治家であった中野正剛碑を確認する ともに、筑前勤王党の源流である平野國臣関連の資料を取得 また、中野 通った修猷館高校を訪ねた。さらに、女流歌人 勤王家野村望もとに
東尼
の「平尾山荘」跡の公園を訪ねた。翌日、新幹線
博多南駅で下車し、タクシーで柴田德次郎生家を訪ね柴田德次郎氏及び七月に亡くなられた子孫の柴田新八郎氏の位牌に参り、新八郎氏の奥様から、德次郎氏の思い出の一端を聞いたのち、德次郎氏の孫柴田德衛氏 妻柴田秀子さんの案内 （大部分は車による） で柴田家の墓参、柴田家に隣接する産土神社参拝、柴田德次郎氏 通った













未定稿』 （葦書房社、 一九八一年） は、




録等を加え、 頭山 生前に 集を進めていたのであるが、頭山の逝去（昭和一九年一〇月五日）後、 戦況 悪化し、戦後の混乱の中、原稿は朝日新聞社にもなく、また、岩
波書店に預けていた原稿が戦禍に会い焼失してしまったところ、かろうじてその写し（控え）が戦後、宮川五郎三郎編纂委員長の未亡人宅（令息泰助氏の手元）に保管されていることが判り、二〇〇〇部限定で出版された四四四頁からなる書であって、 豊富な歴史的写真と共に、頭山満の生涯の軌跡 思想と活動とが整理された形で編集されている。　
大正一一年発行で、頭山関連書の底本の一つとなった
































































キ大将で、兄や姉まで泣かせ、母泣かせであった。母の哀訴に、父は放置しておけと伝えたという。喧嘩をしかけるようなことを一度もしなかったが、自分より年長で強い者が仕掛けてきたときは、逆襲してかえって相手をへこましてしまう始末であった。弱い者いじめが大嫌いのみか、殺生を嫌い、せっかく獲れた鰻を帰る途中にまわずずんずん川に逃がし やったりした。反面、ヌーボーとし、無鉄砲、身なりや金銭や家柄に無頓着な面あり、 「頭の天辺から爪先 で呑牛の気虹の如
く（２）
」 、馬鹿












連れられて聞いた黒山篤丈の桜田義士の講談に感動し、桜田義士にあこがれるとともに、内容をすっかり覚えて家の者を驚かすほどであった。習った書物もたちどころに覚えてしまう。水泳 得意で、 ある日、 友達と連れ立って近くの金龍寺川に出かけて泳いでいて、泳ぎの下手な年上の友人を川に引っ張り込んだところ、溺れてしがみつかれ、自分も危なくなった。いったんは振りほどいて岸に着いたが、もがい いる友を放置できず、 「どうせ死ぬなら、一所に溺れて死な
う（５）
」と、決死の覚悟を決め






するに足らず」 （指導者たら とする人物が 衣食の







て、親孝行をするよう た。 「これまで、母親に心配かけ過ぎて、 相済まぬと考へ 処に、 病気になら た。今迄の埋め合せにも 母の病気を是非治したいと心か考へた。そこで、俺の家から、一里許りの処にある愛宕様に、朝早く詣り出した。母親 平癒を身を以て祈願し
た（８）
」 。そして兄弟を敬い、 母の涙は喜びの涙に変わっ
たという。このころ、太宰府天満宮に参拝し、そこに祭られている菅原道真の神号「天満自在天神」の「満」の字に感得して、 自らを「筒井満」と称するようになっこのころ隣家の西光寺のきかん気の小僧少年と気が合って、相撲 熱中 たという。相撲を終生好んだ　
初等教育というべき「手習い」は、兄たちが習った古
川友五郎の下で八歳の時から学んだ。一一歳 時にこ先生が養子に行ってやめたので 蘭学も修めた滝田紫城の手習い所及び塾へ行き、手習い所では、途中入学 頭山をいじめようとする生徒を降参させ、年上 者を含め全生徒五〇人を手下にし 塾では、年上の生徒たちのいじめに少しもひるまず、存在感を示した。四書五経から
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傑とも称さ 、また、書画、俳句、和歌に優れており、筑前の歌人で勤王家の野村望東尼の山荘で教えを受けた。頭山は興志塾に魅かれそ 門をくぐり 女丈夫高場の講義を聞くようになる。高場は陽明学に通じ 行動の重要性を強調する人物 あった。一〇名ほど 塾生たち
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哲学者で評論家の三宅雪嶺は、 「立雲（頭山の雅号）は、禅を学ばなくても禅の極意を得て居る 言われ、 （中略）徹底的に不立文字であって、 禅というさえ眼中に置かず」と評したうえで、 「功名富貴を度外に置き、
荀しか
も誠を以









































































に武部や越智が明治八年に板垣らの大阪大会（政府が板垣らと妥協をはかるため設けた会議）に出席し、民権論に同調したように、矯志社内部は民権論に傾斜しており、民権論のなんたる を直接知り かった かも れない。　
頭山はお供一人と共に、時に道なき道を歩くなど苦労





で民選議院設立の建議をかわして組織した愛国社再興ための大阪大会に、頭山は土佐から出席し 福岡か の平岡浩太郎や進藤喜平太らと合流した。そして 福岡に帰るや同志と共に明治一二年四月に「教育をもって民権を培養する「向陽社」及び「向陽義塾」を福岡本町に
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勤王の流れと民権の流れが合体したような憲則である。「精神は西郷先生の道義主義、日本主義と何等の変りはないのぢや」と、頭山は後日「大西郷遺訓を読む」 （ 『頭山満言志録』 ）で語っている。　
玄洋社は政治運動を中心とするが、向陽義塾の流れ
汲み、教育活動も行われた。柔道の道場 明道館」も近くにあり、 第一回文展（日展の前身）で最高賞を獲得し、有名になった画家の和田三造は、ここで柔 を学び、かつ玄洋社社員であった。彼 「南風」は、日本近代絵画史上の傑作の一つになった。初代の社長は、幼いころ近隣の平野國臣にかわいがられ、西南戦争に参加し 生き残った平岡浩太郎（ 八五一
¦一九〇六）で、頭山より




ど年配であった。彼は、明治七年の「萩の乱」で頭山らとともに捕えられ、出獄後 一一年向陽義塾塾長、明治一二年向陽社社長となる。三月に愛国社第二回大会に出席し、 「筑前共愛会」を設立、総代の一人となり、一三年一月に玄洋社社員と共に、元老院に条約改正・国会開設の請願書を提出した。彼は 玄洋社創設 際し、社長職を一時平岡 譲ったが、明治一四年に第四代社長に就任し、明治二 年の急死まで職を勤めた。　
進藤喜平太（一八五〇
¦一九二五）は、頭山の五歳年






















の大隈重信は政党内閣制と国会 即時開設 主張、開拓使官有物払下げへの反対、財政問題などで薩長勢力 衝突した。その結果、大隈は罷免され、大隈派とみられた
多数の官吏も辞職させられるという「明治一四年の変」が発生、大隈は下野して、翌年国会開設をにらんで「立憲改進党」を設立し、総理となり、一〇月に東京専門学校（のちの早稲田大学）を創設する。また、板垣退助は「自由党」を結成する。政府の実権を握った伊藤博文は、政府が先手を打って、国会開設の詔を出し、憲法作成取りかかる。これにより民権運動は反政府活動としての手段を奪われる形にな た。　
このころ、玄洋社では、平岡に代わって箱田が社長に
















































































問題に積極的であった平岡浩太郎は、 のとき（明治一七年） 上海に人材育成のために 「東洋学館」 を設立した。　
朝鮮半島をまじかに控え、昔から韓国人との交流が密













らをねらうに至った。日本政府は金らの存在を迷惑に思い、遠い小笠原諸島に島流しにした。玄洋社社員の来島恒喜や的野半助らは、以前から小笠原諸島 開拓事業に取り組んでいたこともあり、小笠原諸島に渡り、金らはげまし、他日の決起を約した。そ 後、金は北海道に移され、のちに拘束 解かれて 明治二四年に七年ぶりに東京に戻った。彼は東京で朝鮮の青年を集めて祖国の独立運動を始め、これを頭山や犬養毅らが支援し たが、韓国政府の放 刺客にだまされて上海行きを決意した。頭山が金 強く慰留したが聞き入れず、頭山に大阪での見送りを依頼し、明治二七年三月に神戸港から上海行きの汽船に乗り、上海に渡航 、上海のホテルで暗殺され、金玉均の遺体は清国の官憲によって韓国に送られ、そこ 残忍極ま ない処置を受けた。　
金玉均に対する頭山の庇護は、金の韓国独立への熱い
心情への強い同感と、弱い立場 者を哀れみ 強い者をくじこうとする心 （任侠 心） から生じたものであろう。
この事件をきっかけに、頭山と玄洋社は、孫文をはじめとする東洋諸国の独立を志す志士への支援を活発化させていく。いわゆる大アジア主義 （孫文） への傾斜である。　
このような動乱のさなかにあって、三〇歳の頭山は故


































の施策に抗議す 、困窮農民や河野広中ら民 派と警察官の衝突事件「福島事件」も生じていた。その翌年に、東京では、日比谷 鹿鳴館で日夜華 かな舞踏会が行われたのである。井上は明治一九年 条約改正案への内外






































































れ、翌二三年には、第一回衆議院選挙法が施行され、山県有朋総理大臣の下、七月一 に初めての総選挙が行われた。有権者は、国税一五円を収めることのできる男子で、四千万人の人口の内、約四六万人、国民 一 ・ 一％で、三〇〇人の衆議員が生まれた。頭山は玄洋社社員から盛んに立候補を進められたが これに応じることはなく、結局玄洋社では三名が当選した。そして 第一回帝






決められた。ここにおいて松方内閣は 野党「民党」力をそぐべく、 政府及び 「吏党」 が警察力を駆使して 「民党」に対して露骨な選挙干渉を行った。特に板垣退助の高知県と大隈重信の佐賀県が最も干渉 受けた。いわゆ
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る「選挙大干渉」で、憲政史上の汚点といわれる。特に福岡県では、玄洋社は安場知事と組んで猛烈な選挙活動を行い、頭山 資金を援助し、 「民党」と暗闘した。この時「吏党」の先頭に立つ頭山は「民党」から命を狙れたという。この運動の結果、福岡県では吏党が九議席中八議席を獲得す と言う健闘 した。しかし全国的にみると、政府側は勝利することができず、かえって選挙干渉への非難の声が政府内部からも高まり 松方内閣は、政府問責決 案の可決を受け、松方は引責辞任 てしまった。　
その後、再起をはかる松方、品川、佐々友房らは、西

















国権派とし 、民権派のライバル的 なった。主筆には、慶應義塾出身で福沢諭吉主宰の「時事新報」で健筆を振っていた川村淳を抜擢しての創刊であった。は、新聞を創刊し社長となったが、編集は主筆にまかせきりであったという。この新聞は総選挙 際 国権派支持のキャンペーンを張り、福岡における国権派勝利 力になった。　
ところで、なぜ頭山は、民権派を裏切るような形で、









































はなかったと思われる。 「民権結社としてスタートした玄洋社は、やがて国権主義へと大きく旋回 いった。玄洋社をそこへ導いた人物こそ頭山満であ た（中略）
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が上海の租界に、 アジアの衰運を挽回すべく「東洋学館」を立ち上げ とき、行動を共にした七名の中に中江がいた。また、金玉均支援では、金 クーデター失敗後の明治一八年に、玄洋社 釜山に語学学校「善隣館」を立てて青年を集め、 金ら 独立党を支援する計画を立て 時、この設立趣意書を書いた は、中江であった。　























































































































































































































































































玄洋社史編集委員会 （原田勝正解説） 『玄洋社社史』 近
　
代史料出版会、一九七七年
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・
柴田德次郎編『頭山翁清話』大民社出版部、一九四〇
　
年
・
頭山統一『筑前玄洋社』葦書房、一九七七年
・
頭山満『頭山満言志録』書肆心水、二〇〇六年
・
頭山満翁正伝編纂委員会（西尾陽太郎解説） 『頭山満
　
翁正伝
　
未定稿』葦書房、一九八一年
・
坪内隆彦『維新と興亜に駆けた日本人』展転社、二
　
一一年
・
中江兆民『一年有半・続一年有半』岩波書店、一九九
　
五年
・『西日本新聞』二〇一一年八月一〇日一一頁・藤本尚則『巨人頭山満 』雪華社、 九六七年（政教
　
社、一九二二 の復刻版）
・
藤本尚則『頭山精神』葦書房、一九九三年（大日本頭
　
山精神会 三九
・
松本健一『雲に立つ―頭山満の「場所」―』文藝春秋
　
社、一九九六年
・
読売新聞西部本社編『頭山満と玄洋社』海鳥社、二〇
　
〇二年
